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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 8月 31日 (2006.8.31)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 研 磨 砥 粒 と 、 少 な く と も ２ 種 以 上 の 異 な る 酸 化 剤 と を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 用
ス ラ リ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 研 磨 砥 粒 は シ リ カ 系 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 研 磨 用 ス ラ リ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 研 磨 砥 粒 は 非 真 球 状 の コ ロ イ ダ ル シ リ カ で あ り 、 こ の コ ロ イ ダ ル シ リ カ の は 、 ０ ．
０ １ ～ １ ０ 重 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 研 磨 用 ス ラ リ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 酸 化 剤 は 、 過 酸 化 化 合 物 と 、 非 過 酸 化 化 合 物 と を 含 み 、 そ の 非 過 酸 化 化 合 物 は 、 ヨ
ウ 素 酸 塩 化 合 物 、 塩 素 酸 塩 化 合 物 、 硫 黄 化 合 物 か ら な る 群 の 中 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も
１ 種 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か に 記 載 の 研 磨 用 ス ラ リ ー 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 酸 化 剤 全 体 の 濃 度 は 、 ０ ． ０ １ ～ ２ ０ 重 量 ％ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い
し ４ の い ず れ か に 記 載 の 研 磨 用 ス ラ リ ー 。
【 請 求 項 ６ 】
　 有 機 酸 を 含 む と と も に 、 こ の 有 機 酸 の 濃 度 は 、 ０ ． ０ １ ～ ２ ０ 重 量 ％ で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の 研 磨 用 ス ラ リ ー 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 本 発 明 の こ の 実 施 の 形 態 に 係 る 研 磨 用 ス ラ リ ー は 、 純 水 等 の 水 系 媒 体 と 、 研 磨 砥 粒 と し
て 、 非 真 球 状 の コ ロ イ ダ ル シ リ カ と 、 ２ 種 の 酸 化 剤 と 、 有 機 酸 と を 含 有 し て い る 。 こ れ ら
各 成 分 の 好 ま し い 配 合 割 合 ロ イ ダ ル シ リ カ が 、 酸 化 剤 全 体 が

、 有 機 酸 が で あ さ ら に 好 ま し く ロ
イ ダ ル シ リ カ が ０ ． １ ～ １ ０ 酸 化 剤 全 体 が ０ ． １ ～ １ ０ 、 有 機 酸 が ０ ． １
～ ５ で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 ２ の 酸 化 は 、 過 酸 化 化 合 物 で あ り 、 こ の 過 酸 化 化 合 物 と し て 、 過 酸 化 水 素 の 他 に 、
過 塩 素 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 過 塩 素 酸 カ リ ウ ム 、 過 塩 素 酸 ナ ト リ ウ ム 、 過 ヨ ウ 素 酸 ア ン モ ニ ウ
ム 、 過 マ ン ガ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 過 マ ン ガ ン 酸 カ リ ウ ム な ど が あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 非 真 球 状 コ ロ イ ダ ル シ リ カ は 、 テ ト ラ メ ト キ シ シ ラ ン 等 の 有 機 ケ イ 素 化 合 物 を 原 料 と し
た ゾ ル ゲ ル 法 （ 加 水 分 解 法 ） で 作 製 さ れ た も の を 用 い る こ と が で き る 。 な お 、 非 真 球 状 コ
ロ イ ダ ル シ リ カ の サ イ ズ は 、 短 径 が ３ ０ ～ ８ ０ ｎ ｍ で 、 長 径 ／ 短 径 比 が １ ． ０ ～ １ ． ８ で
あ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 非 真 球 状 の コ ロ イ ダ ル シ リ カ の 研 磨 用 ス ラ リ ー 中 に お け る

は 、 ０ ． ０ １ ～ １ ０ 重 量 ％ で あ る こ と が 好 ま し い 。 研 磨 用 ス ラ リ ー 中 に お け る 非 真 球 状
の コ ロ イ ダ ル シ リ カ の が ０ ． ０ １ 重 量 ％ よ り も 小 さ い と 、 機 械 的 な 研 磨 能 力 が 低 下 す
る と い う 問 題 点 が あ る 。 研 磨 用 ス ラ リ ー 中 に お け る 非 真 球 状 の コ ロ イ ダ ル シ リ カ の が
１ ０ ％ よ り も 大 き い と 、 機 械 的 な 研 磨 能 力 が 増 大 し て デ ィ ッ シ ン グ 量 や エ ロ ー ジ ョ ン
量 が 高 く な る と い う 問 題 点 が あ る 。
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